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【手続補正書】
【提出日】平成31年2月27日(2019.2.27)
【手続補正１】
【補正対象書類名】特許請求の範囲
【補正対象項目名】全文
【補正方法】変更
【補正の内容】
【特許請求の範囲】
【請求項１】
　第１の無線アクセス技術（ＲＡＴ）と第２のＲＡＴとによって共有される周波数チャネ
ルを介したワイヤレス通信の方法であって、
　前記第２のＲＡＴを採用するデバイスによって、プリアンブル信号の複数のトレーニン
グフィールドを生成することと、ここにおいて、前記複数のトレーニングフィールドのう
ちの１つまたは複数が、前記第１のＲＡＴを採用するデバイスによる検出に関連付けられ
る信号プロパティを有する、およびここにおいて、前記プリアンブル信号が、前記第２の
ＲＡＴに関連付けられる少なくとも１つの特性を伝達する、
　前記周波数チャネルを介して前記プリアンブル信号を送信することと
　を備え、ここにおいて、前記少なくとも１つの特性が、
　　前記複数のトレーニングフィールドの第１のトレーニングフィールドと第２のトレー
ニングフィールドとの間の位相シフト、または
　　前記複数のトレーニングフィールドの第１のトレーニングフィールドまたは第２のト
レーニングフィールドのうちの少なくとも１つに関連するシーケンスまたはトーンマッピ
ングのうちの少なくとも１つ
　のうちの１つを備える、方法。
【請求項２】
　第１のトレーニングフィールドおよび第２のトレーニングフィールドが、前記第１のＲ
ＡＴを採用するデバイスによる検出に関連付けられる信号プロパティを有する、請求項１
に記載の方法。
【請求項３】
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　前記複数のトレーニングフィールドを生成することが、
　第１のトレーニングフィールドと、第２のトレーニングフィールドと、第３のトレーニ
ングフィールドとを生成すること、ここにおいて、前記第３のトレーニングフィールドに
関連する信号が、前記第１のトレーニングフィールドに関連するシンボル期間の１／２以
下である間隔で逆符号を有する、
　を備える、請求項１に記載の方法。
【請求項４】
　前記複数のトレーニングフィールドを生成することが、
　前記第２のＲＡＴに関連するシンボル期間、サブフレーム期間、またはフレーム期間の
うちの少なくとも１つと、前記複数のトレーニングフィールドの第１のトレーニングフィ
ールドまたは第２のトレーニングフィールドのうちの少なくとも１つの開始または終了の
うちの少なくとも１つを整合させること
　を備える、請求項１に記載の方法。
【請求項５】
　前記少なくとも１つの特性が、前記第２のＲＡＴに関連するデバイスタイプまたは事業
者のうちの少なくとも１つを示す、請求項１に記載の方法。
【請求項６】
　前記第１のＲＡＴが、ワイヤレスローカルエリアネットワーク（ＷＬＡＮ）ＲＡＴを備
え、前記複数のトレーニングフィールドが、前記ＷＬＡＮ　ＲＡＴのためのショートトレ
ーニングフィールド（ＳＴＦ）とロングトレーニングフィールド（ＬＴＦ）とを備え、前
記第２のＲＡＴが、ロングタームエボリューション（ＬＴＥ）ＲＡＴまたはＬＴＥ無認可
（ＬＴＥ－Ｕ）ＲＡＴを備える、請求項１に記載の方法。
【請求項７】
　ワイヤレス通信の方法であって、
　第１の無線アクセス技術（ＲＡＴ）と第２のＲＡＴとによって共有される周波数チャネ
ルを介してプリアンブル信号を受信することと、前記プリアンブル信号が、複数のトレー
ニングフィールドを備える、ここにおいて、前記複数のトレーニングフィールドのうちの
１つまたは複数が、前記第１のＲＡＴを採用するデバイスによる検出に関連付けられる信
号プロパティを有する、およびここにおいて、前記プリアンブル信号が、前記第２のＲＡ
Ｔに関連付けられる少なくとも１つの特性を伝達する、
　前記受信されたプリアンブル信号に関連する送信機デバイスが、前記受信されたプリア
ンブル信号中で、前記第１のＲＡＴを採用するデバイスによる検出に関連付けられる前記
信号プロパティを識別することと、前記第２のＲＡＴに関連付けられる前記少なくとも１
つの特性を検出することとによって、前記第２のＲＡＴに関連付けられると決定すること
と
　を備え、
　前記少なくとも１つの特性を検出することは、
　　前記受信されたプリアンブル信号中で、前記第２のＲＡＴによって識別可能である前
記複数のトレーニングフィールドの第１のトレーニングフィールドと第２のトレーニング
フィールドとの間の位相シフトを検出すること、または
　前記第２のＲＡＴによって識別可能である前記複数のトレーニングフィールドの第１の
トレーニングフィールドと第２のトレーニングフィールドとのうちの少なくとも１つに関
連するシーケンスまたは前記第２のＲＡＴによって識別可能である前記第１のトレーニン
グフィールドと前記第２のトレーニングフィールドとのうちの少なくとも１つに関連する
トーンマッピングのうちの少なくとも１つ
　のうちの１つを備える、方法。
【請求項８】
　前記少なくとも１つの特性を検出することが、
　前記受信されたプリアンブル信号中で、前記第１のＲＡＴに関連する前記複数のトレー
ニングフィールドの第１のトレーニングフィールドと第２のトレーニングフィールドとを
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識別することと、
　前記受信されたプリアンブル信号中で、前記第２のＲＡＴに関連する前記複数のトレー
ニングフィールドの第３のトレーニングフィールドを識別することと、ここにおいて、前
記第３のトレーニングフィールドに関連する信号が、前記第１のトレーニングフィールド
によって識別可能であるシンボル期間の因子である間隔で反転される、
　を備える、請求項７に記載の方法。
【請求項９】
　前記少なくとも１つの特性を検出することが、
　前記プリアンブル信号の開始および終了のうちの少なくとも１つが前記第２のＲＡＴに
関連するシンボル期間と整合されていることを検出すること、
　ここにおいて、前記受信されたプリアンブル信号に関連する前記送信機デバイスが前記
第２のＲＡＴに関連付けられると決定することは、前記プリアンブル信号が、前記第２の
ＲＡＴに関連する前記シンボル期間と整合されていると決定することを備える、
　を備える、請求項７に記載の方法。
【請求項１０】
　前記少なくとも１つの特性に少なくとも部分的に基づいて前記送信機デバイスに関連す
るデバイスタイプまたは事業者のうちの少なくとも１つを識別すること
　をさらに備える、請求項７に記載の方法。
【請求項１１】
　第１の無線アクセス技術（ＲＡＴ）と第２のＲＡＴとによって共有される周波数チャネ
ルを介したワイヤレス通信のための装置であって、前記装置は前記第２のＲＡＴを採用し
、
　プリアンブル信号の複数のトレーニングフィールドを生成するための手段と、ここにお
いて、前記複数のトレーニングフィールドのうちの１つまたは複数が、前記第１のＲＡＴ
を採用するデバイスによる検出に関連付けられる信号プロパティを有する、およびここに
おいて、前記プリアンブル信号が、前記第２のＲＡＴに関連付けられる少なくとも１つの
特性を伝達する、
　前記周波数チャネルを介して前記プリアンブル信号を送信するための手段と
　を備え、
　前記少なくとも１つの特性が、
　　前記複数のトレーニングフィールドの第１のトレーニングフィールドと第２のトレー
ニングフィールドとの間の位相シフト、または
　　前記複数のトレーニングフィールドの第１のトレーニングフィールドまたは第２のト
レーニングフィールドのうちの少なくとも１つに関連するシーケンスまたはトーンマッピ
ングのうちの少なくとも１つ
　のうちの１つを備える、装置。
【請求項１２】
　前記複数のトレーニングフィールドを生成するための前記手段が、
　第１のトレーニングフィールドと、第２のトレーニングフィールドと、第３のトレーニ
ングフィールドとを生成するための手段、ここにおいて、前記第３のトレーニングフィー
ルドに関連する信号が、前記第１のトレーニングフィールドに関連するシンボル期間の１
／２以下である間隔で逆符号を有する、
　を備える、請求項１１に記載の装置。
【請求項１３】
　前記複数のトレーニングフィールドを生成するための前記手段が、
　前記第２のＲＡＴに関連するシンボル期間、サブフレーム期間、またはフレーム期間の
うちの少なくとも１つと、前記複数のトレーニングフィールドの第１のトレーニングフィ
ールドまたは第２のトレーニングフィールドのうちの少なくとも１つの開始または終了の
うちの少なくとも１つを整合させるための手段
　を備える、請求項１１に記載の装置。
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【請求項１４】
　前記少なくとも１つの特性が、前記第２のＲＡＴに関連するデバイスタイプまたは事業
者のうちの少なくとも１つを示す、請求項１１に記載の装置。
【請求項１５】
　ワイヤレス通信のための装置であって、
　第１の無線アクセス技術（ＲＡＴ）と第２のＲＡＴとによって共有される周波数チャネ
ルを介してプリアンブル信号を受信するための手段と、前記プリアンブル信号が、複数の
トレーニングフィールドを備える、ここにおいて、前記複数のトレーニングフィールドの
うちの１つまたは複数が、前記第１のＲＡＴを採用するデバイスによる検出に関連付けら
れる信号プロパティを有する、およびここにおいて、前記プリアンブル信号が、前記第２
のＲＡＴに関連付けられる少なくとも１つの特性を伝達する、
　前記受信されたプリアンブル信号に関連する送信機デバイスが前記第２のＲＡＴに関連
付けられると決定するための手段と、ここにおいて、決定するための前記手段が、
　　前記受信されたプリアンブル信号中で、前記第１のＲＡＴを採用するデバイスによる
検出に関連付けられる前記信号プロパティを識別するための手段と、
　　前記第２のＲＡＴに関連付けられる前記少なくとも１つの特性を検出するための手段
と
　を備え、
　検出するための前記手段が、前記受信されたプリアンブル信号中で、前記第２のＲＡＴ
によって識別可能である前記複数のトレーニングフィールドの第１のトレーニングフィー
ルドと第２のトレーニングフィールドとの間の位相シフトを検出する、または、
　前記少なくとも１つの特性が、前記第２のＲＡＴによって識別可能である前記複数のト
レーニングフィールドの第１のトレーニングフィールドと第２のトレーニングフィールド
とのうちの少なくとも１つに関連するシーケンスまたは前記第２のＲＡＴによって識別可
能である前記第１のトレーニングフィールドと前記第２のトレーニングフィールドとのう
ちの少なくとも１つに関連するトーンマッピングのうちの少なくとも１つを備える、
　を備える、装置。
【手続補正２】
【補正対象書類名】明細書
【補正対象項目名】００９５
【補正方法】変更
【補正の内容】
【００９５】
　[0106]　本明細書で説明した技法は、ＣＤＭＡ、時分割多元接続ＴＤＭＡ、周波数分割
多元接続ＦＤＭＡ、直交周波数分割多元接続ＯＦＤＭＡ、シングルキャリアＦＤＭＡ（Ｓ
Ｃ－ＦＤＭＡ）、および他のシステムなど、様々なワイヤレス通信システムのために使用
され得る。「システム」および「ネットワーク」という用語は、しばしば互換的に使用さ
れる。ＣＤＭＡシステムは、ＣＤＭＡ２０００、ユニバーサル地上波無線アクセス（ＵＴ
ＲＡ）などの無線技術を実施し得る。ＣＤＭＡ２０００は、ＩＳ－２０００、ＩＳ－９５
、およびＩＳ－８５６規格をカバーする。ＩＳ－２０００リリース０およびＡは、一般に
、ＣＤＭＡ２０００　１Ｘ、１Ｘなどと呼ばれる。ＩＳ－８５６（ＴＩＡ－８５６）は、
一般に、ＣＤＭＡ２０００　１ｘＥＶ－ＤＯ、高速パケットデータ（ＨＲＰＤ）などと呼
ばれる。ＵＴＲＡは、広帯域ＣＤＭＡ（ＷＣＤＭＡ（登録商標））およびＣＤＭＡの他の
変形態を含む。ＴＤＭＡシステムは、モバイル通信用グローバルシステム（ＧＳＭ（登録
商標）：Global System for Mobile Communications）などの無線技術を実施し得る。Ｏ
ＦＤＭＡシステムは、ウルトラモバイルブロードバンド（ＵＭＢ：Ultra Mobile Broadba
nd）、発展型ＵＴＲＡ（Ｅ－ＵＴＲＡ：Evolved UTRA）、ＩＥＥＥ８０２．１１（Ｗｉ－
Ｆｉ）、ＩＥＥＥ８０２．１６（ＷｉＭＡＸ（登録商標））、ＩＥＥＥ８０２．２０、Ｆ
ｌａｓｈ－ＯＦＤＭなどの無線技術を実施し得る。ＵＴＲＡおよびＥ－ＵＴＲＡはユニバ
ーサルモバイルテレコミュニケーションシステム（ＵＭＴＳ）の一部である。３ＧＰＰロ
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ングタームエボリューション（ＬＴＥ）およびＬＴＥアドバンスト（ＬＴＥ－Ａ）は、Ｅ
－ＵＴＲＡを使用するユニバーサルモバイルテレコミュニケーションズシステム（ＵＭＴ
Ｓ）の新しいリリースである。ＵＴＲＡ、Ｅ－ＵＴＲＡ、ＵＭＴＳ、ＬＴＥ、ＬＴＥ－Ａ
、およびモバイル通信用グローバルシステム（ＧＳＭ）は、「第３世代パートナーシップ
プロジェクト」（３ＧＰＰ）と称する団体からの文書に記載されている。ＣＤＭＡ２００
０およびＵＭＢは、「第３世代パートナーシッププロジェクト２」（３ＧＰＰ２）と称す
る団体からの文書に記載されている。本明細書において記載される技法は、上述のシステ
ムおよび無線技術、ならびに他のシステムおよび無線技術に使用され得る。但し、上記の
説明では、例としてＬＴＥシステムについて説明し、上記の説明の大部分においてＬＴＥ
用語が使用されるが、本技法はＬＴＥ適用例以外に適用可能である。
　以下に本願発明の当初の特許請求の範囲に記載された発明を付記する。
［Ｃ１］
　第１の無線アクセス技術（ＲＡＴ）と第２のＲＡＴとによって共有される周波数チャネ
ルを介したワイヤレス通信の方法であって、
　前記第２のＲＡＴを採用するデバイスによって、プリアンブル信号の複数のトレーニン
グフィールドを生成することと、ここにおいて、前記複数のトレーニングフィールドのう
ちの１つまたは複数が、前記第１のＲＡＴを採用するデバイスによる検出に関連付けられ
る信号プロパティを有する、およびここにおいて、前記プリアンブル信号が、前記第２の
ＲＡＴに関連付けられる少なくとも１つの特性を伝達する、
　前記周波数チャネルを介して前記プリアンブル信号を送信することと
　を備える、方法。
［Ｃ２］
　前記少なくとも１つの特性が、前記複数のトレーニングフィールドの第１のトレーニン
グフィールドと第２のトレーニングフィールドとの間の位相シフトを備える、Ｃ１に記載
の方法。
［Ｃ３］
　前記少なくとも１つの特性が、前記複数のトレーニングフィールドの第１のトレーニン
グフィールドまたは第２のトレーニングフィールドのうちの少なくとも１つに関連するシ
ーケンスまたはトーンマッピングのうちの少なくとも１つを備える、Ｃ１に記載の方法。
［Ｃ４］
　前記複数のトレーニングフィールドを生成することが、
　第１のトレーニングフィールドと、第２のトレーニングフィールドと、第３のトレーニ
ングフィールドとを生成すること、ここにおいて、前記第３のトレーニングフィールドに
関連する信号が、前記第１のトレーニングフィールドに関連するシンボル期間の１／２以
下である間隔で逆符号を有する、を備える、Ｃ１に記載の方法。
［Ｃ５］
　前記複数のトレーニングフィールドを生成することが、
　前記第２のＲＡＴに関連するシンボル期間、サブフレーム期間、またはフレーム期間の
うちの少なくとも１つと、前記複数のトレーニングフィールドの第１のトレーニングフィ
ールドまたは第２のトレーニングフィールドのうちの少なくとも１つの開始または終了の
うちの少なくとも１つを整合させること
　を備える、Ｃ１に記載の方法。
［Ｃ６］
　前記少なくとも１つの特性が、前記第２のＲＡＴに関連するデバイスタイプまたは事業
者のうちの少なくとも１つを示す、Ｃ１に記載の方法。
［Ｃ７］
　前記第１のＲＡＴが、ワイヤレスローカルエリアネットワーク（ＷＬＡＮ）ＲＡＴを備
え、前記複数のトレーニングフィールドが、前記ＷＬＡＮ　ＲＡＴのためのショートトレ
ーニングフィールド（ＳＴＦ）とロングトレーニングフィールド（ＬＴＦ）とを備え、前
記第２のＲＡＴが、ロングタームエボリューション（ＬＴＥ）ＲＡＴまたはＬＴＥ無認可
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（ＬＴＥ－Ｕ）ＲＡＴを備える、Ｃ１に記載の方法。
［Ｃ８］
　ワイヤレス通信の方法であって、
　第１の無線アクセス技術（ＲＡＴ）と第２のＲＡＴとによって共有される周波数チャネ
ルを介してプリアンブル信号を受信することと、前記プリアンブル信号が、複数のトレー
ニングフィールドを備える、ここにおいて、前記複数のトレーニングフィールドのうちの
１つまたは複数が、前記第１のＲＡＴを採用するデバイスによる検出に関連付けられる信
号プロパティを有する、およびここにおいて、前記プリアンブル信号が、前記第２のＲＡ
Ｔに関連付けられる少なくとも１つの特性を伝達する、
　前記受信されたプリアンブル信号に関連する送信機デバイスが、前記受信されたプリア
ンブル信号中で、前記第１のＲＡＴを採用するデバイスによる検出に関連付けられる前記
信号プロパティを識別することと、前記第２のＲＡＴに関連付けられる前記少なくとも１
つの特性を検出することとによって、前記第２のＲＡＴに関連付けられると決定すること
と
　を備える、方法。
［Ｃ９］
　前記少なくとも１つの特性を検出することが、
　前記受信されたプリアンブル信号中で、前記第２のＲＡＴによって識別可能である前記
複数のトレーニングフィールドの第１のトレーニングフィールドと第２のトレーニングフ
ィールドとの間の位相シフトを検出すること
　を備える、Ｃ８に記載の方法。
［Ｃ１０］
　前記少なくとも１つの特性が、前記第２のＲＡＴによって識別可能である前記複数のト
レーニングフィールドの第１のトレーニングフィールドと第２のトレーニングフィールド
とのうちの少なくとも１つに関連するシーケンスまたは前記第２のＲＡＴによって識別可
能である前記第１のトレーニングフィールドと前記第２のトレーニングフィールドとのう
ちの少なくとも１つに関連するトーンマッピングのうちの少なくとも１つを備える、Ｃ８
に記載の方法。
［Ｃ１１］
　前記少なくとも１つの特性を検出することが、
　前記受信されたプリアンブル信号中で、前記第１のＲＡＴに関連する前記複数のトレー
ニングフィールドの第１のトレーニングフィールドと第２のトレーニングフィールドとを
識別することと、
　前記受信されたプリアンブル信号中で、前記第２のＲＡＴに関連する前記複数のトレー
ニングフィールドの第３のトレーニングフィールドを識別することと、ここにおいて、前
記第３のトレーニングフィールドに関連する信号が、前記第１のトレーニングフィールド
によって識別可能であるシンボル期間の因子である間隔で反転される、
　を備える、Ｃ８に記載の方法。
［Ｃ１２］
　前記少なくとも１つの特性を検出することが、
　前記プリアンブル信号の開始および終了のうちの少なくとも１つが前記第２のＲＡＴに
関連するシンボル期間と整合されていることを検出すること、
　ここにおいて、前記受信されたプリアンブル信号に関連する前記送信機デバイスが前記
第２のＲＡＴに関連付けられると決定することは、前記プリアンブル信号が、前記第２の
ＲＡＴに関連する前記シンボル期間と整合されていると決定することを備える、
　を備える、Ｃ８に記載の方法。
［Ｃ１３］
　前記少なくとも１つの特性に少なくとも部分的に基づいて前記送信機デバイスに関連す
るデバイスタイプまたは事業者のうちの少なくとも１つを識別すること
　をさらに備える、Ｃ８に記載の方法。
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［Ｃ１４］
　第１の無線アクセス技術（ＲＡＴ）と第２のＲＡＴとによって共有される周波数チャネ
ルを介したワイヤレス通信のための装置であって、前記装置は前記第２のＲＡＴを採用し
、
　プリアンブル信号の複数のトレーニングフィールドを生成するための手段と、ここにお
いて、前記複数のトレーニングフィールドのうちの１つまたは複数が、前記第１のＲＡＴ
を採用するデバイスによる検出に関連付けられる信号プロパティを有する、およびここに
おいて、前記プリアンブル信号が、前記第２のＲＡＴに関連付けられる少なくとも１つの
特性を伝達する、
　前記周波数チャネルを介して前記プリアンブル信号を送信するための手段と
　を備える、装置。
［Ｃ１５］
　前記少なくとも１つの特性が、前記複数のトレーニングフィールドの第１のトレーニン
グフィールドと第２のトレーニングフィールドとの間の位相シフトを備える、Ｃ１４に記
載の装置。
［Ｃ１６］
　前記少なくとも１つの特性が、前記複数のトレーニングフィールドの第１のトレーニン
グフィールドまたは第２のトレーニングフィールドのうちの少なくとも１つに関連するシ
ーケンスまたはトーンマッピングのうちの少なくとも１つを備える、Ｃ１４に記載の装置
。
［Ｃ１７］
　前記複数のトレーニングフィールドを生成するための前記手段が、
　第１のトレーニングフィールドと、第２のトレーニングフィールドと、第３のトレーニ
ングフィールドとを生成するための手段、ここにおいて、前記第３のトレーニングフィー
ルドに関連する信号が、前記第１のトレーニングフィールドに関連するシンボル期間の１
／２以下である間隔で逆符号を有する、を備える、Ｃ１４に記載の装置。
［Ｃ１８］
　前記複数のトレーニングフィールドを生成するための前記手段が、
　前記第２のＲＡＴに関連するシンボル期間、サブフレーム期間、またはフレーム期間の
うちの少なくとも１つと、前記複数のトレーニングフィールドの第１のトレーニングフィ
ールドまたは第２のトレーニングフィールドのうちの少なくとも１つの開始または終了の
うちの少なくとも１つを整合させるための手段
　を備える、Ｃ１４に記載の装置。
［Ｃ１９］
　前記少なくとも１つの特性が、前記第２のＲＡＴに関連するデバイスタイプまたは事業
者のうちの少なくとも１つを示す、Ｃ１４に記載の装置。
［Ｃ２０］
　前記第１のＲＡＴが、ワイヤレスローカルエリアネットワーク（ＷＬＡＮ）ＲＡＴを備
え、前記複数のトレーニングフィールドが、前記ＷＬＡＮ　ＲＡＴのためのショートトレ
ーニングフィールド（ＳＴＦ）とロングトレーニングフィールド（ＬＴＦ）とを備え、前
記第２のＲＡＴが、ロングタームエボリューション（ＬＴＥ）ＲＡＴまたはＬＴＥ無認可
（ＬＴＥ－Ｕ）ＲＡＴを備える、Ｃ１４に記載の装置。
［Ｃ２１］
　ワイヤレス通信のための装置であって、
　第１の無線アクセス技術（ＲＡＴ）と第２のＲＡＴとによって共有される周波数チャネ
ルを介してプリアンブル信号を受信するための手段と、前記プリアンブル信号が、複数の
トレーニングフィールドを備える、ここにおいて、前記複数のトレーニングフィールドの
うちの１つまたは複数が、前記第１のＲＡＴを採用するデバイスによる検出に関連付けら
れる信号プロパティを有する、およびここにおいて、前記プリアンブル信号が、前記第２
のＲＡＴに関連付けられる少なくとも１つの特性を伝達する、
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　前記受信されたプリアンブル信号に関連する送信機デバイスが前記第２のＲＡＴに関連
付けられると決定するための手段と、ここにおいて、決定するための前記手段が、
　　前記受信されたプリアンブル信号中で、前記第１のＲＡＴを採用するデバイスによる
検出に関連付けられる前記信号プロパティを識別するための手段と、
　　前記第２のＲＡＴに関連付けられる前記少なくとも１つの特性を検出するための手段
と
　を備える、
　を備える、装置。
［Ｃ２２］
　検出するための前記手段が、前記受信されたプリアンブル信号中で、前記第２のＲＡＴ
によって識別可能である前記複数のトレーニングフィールドの第１のトレーニングフィー
ルドと第２のトレーニングフィールドとの間の位相シフトを検出する、Ｃ２１に記載の装
置。
［Ｃ２３］
　前記少なくとも１つの特性が、前記第２のＲＡＴによって識別可能である前記複数のト
レーニングフィールドの第１のトレーニングフィールドと第２のトレーニングフィールド
とのうちの少なくとも１つに関連するシーケンスまたは前記第２のＲＡＴによって識別可
能である前記第１のトレーニングフィールドと前記第２のトレーニングフィールドとのう
ちの少なくとも１つに関連するトーンマッピングのうちの少なくとも１つを備える、Ｃ２
１に記載の装置。
［Ｃ２４］
　検出するための前記手段が、
　前記受信されたプリアンブル信号中で、前記第１のＲＡＴに関連する前記複数のトレー
ニングフィールドの第１のトレーニングフィールドと第２のトレーニングフィールドとを
識別するための手段と、
　前記受信されたプリアンブル信号中で、前記第２のＲＡＴに関連する前記複数のトレー
ニングフィールドの第３のトレーニングフィールドを識別するための手段と、ここにおい
て、前記第３のトレーニングフィールドに関連する信号が、前記第１のトレーニングフィ
ールドによって識別可能であるシンボル期間の因子である間隔で反転される、
　をさらに備える、Ｃ２１に記載の装置。
［Ｃ２５］
　検出するための前記手段が、前記プリアンブル信号の開始および終了のうちの少なくと
も１つが前記第２のＲＡＴに関連するシンボル期間と整合されていることを検出し、
　決定するための前記手段は、前記プリアンブル信号が、前記第２のＲＡＴに関連する前
記シンボル期間と整合されていることに少なくとも部分的に基づいて前記受信されたプリ
アンブル信号に関連する前記送信機デバイスが前記第２のＲＡＴに関連付けられると決定
する、Ｃ２１に記載の装置。
［Ｃ２６］
　前記少なくとも１つの特性に少なくとも部分的に基づいて前記送信機デバイスに関連す
るデバイスタイプまたは事業者のうちの少なくとも１つを識別するための手段
　をさらに備える、Ｃ２１に記載の装置。
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